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はじめに

　いじめ問題は、今や深刻な社会問題となってい
る。文部科学省は、いじめを「子どもが一定の人

間関係のある者から、心理的・物理的攻撃を受け
たことにより、精神的な苦痛を感じているもの」
であると定義し、「いじめか否かの判断は、いじ
められた子どもの立場に立って行う」としている

（文科省,2007年1月19日）。「平成22年度児童生
徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調
査」（文科省, 2010）によると、いじめの認知件
数は約7万5千件となり、一時期減少傾向があっ
たものの増加の傾向にある。文部省のいじめ定義

It has been argued that there is a close relationship between bullying and self-esteem. This study 
sought to determine the relationship between having been bullied or bullying others and present levels 
of self-esteem. Participants were 349 students (194 males and 155 females) attending two private 
colleges in the Tokyo area. Participants completed a questionnaire measuring the frequency, degree, 
age, and type of bullying behavior experienced or committed. The Japanese version of the Rosenberg 
Self-Esteem Survey was also used to measure the levels of self-esteem. This survey consisted of 10 
items that revealed student self-worth, attitudes, and satisfaction with oneself. Results were as follows. 
In terms of the frequency of bullying, approximately 30% of the participants reported having been 
bullied, 30% had bullied others, and 14% had neither been bullied or bullied others in school.  The 
peak frequency of bullying was during elementary school and it decreased as students progressed 
from middle to high school. Participants who reported having been bullied or bullying others had 
lower self-esteem than the participants who had neither been bullied or bullied others. Participants 
who had been severely bullied verbally and physically had lower self-esteem than the participants who 
were not bullied. These findings indicate that being bullied in school has a long-term impact on one’s 
self-esteem. Lower self-esteem may lead to psychological health problems that carry into adulthood. 
Therefore, measures to prevent bullying and restore the self-esteem of bullied students must be taken. 
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田（1998）や Rigby（1998）は、教師との関係
や友人との関係においてストレス経験の多い子ど
もは不機嫌・怒り反応を示す傾向が高いことや、
敵意性の傾向が高い子どもほどそのようなストレ
スを受けた場合に他者への攻撃行動が出やすいこ
とを指摘している。また、「児童生徒の問題行動
等に関する調査協力者会議」(1996)の調査では、
いじめ加害生徒がいじめによって「気持ちがス
カッとした」「おもしろかった」などと述べてい
ることが報告されている。このことから、いじめ
加害生徒はストレス発散のためにいじめを行なっ
ていることもあると考えられる。
　Tehrani (2004)は、いじめ被害者だけでなく、
いじめ加害者や、加害―被害に巻き込まれた者、
それに加害―被害の両方の経験者にも関心を向け
る必要性を指摘している。彼は、「身体的な機能」

「社会的な機能」「身体的な問題による役割取得の
制約」「情緒的な問題による役割取得の制約」「精
神的な健康」「エネルギーと活力」「身体的な苦痛」

「一般的な健康感」から構成される「健康関連の
生活の質（HRQL）」を用いて、いじめ被害者、
いじめ加害者、それらの両方の経験者の健康関連
の生活の質について検討した。その結果、いじめ
被害といじめ加害の両方の経験者がもっとも
HRQLが低くいことを見いだした。
　HRQLとも関連するものとして、多くの研究に
よりいじめと自尊感情との関係が指摘されている

（O’Moore & Kirkham, 2001; Mooer ,2002; 
Elledge et al, 2010; ）。自尊感情とは、「他者との
比較によって生じる優越感や劣等感ではなく、自
分自身で自己を尊重し、自己の価値を評価するこ
と」（Rosenberg, 1965）である。いじめ被害経験
は自尊感情の低下をもたらし、その影響は成人期
にまで残るとされている。Cammack-Barry(2005)
は、小学校時代にいじめ被害経験をした者は、い
じめ被害経験のない者と比較して、被害感、敵意、
全般的な不安、社交不安、低い自尊感情などが特
徴的に見られることを報告している。
　いじめ被害経験は自尊感情の低下をもたらすこ
とが指摘されているが、もともと自尊感情の低い者
がいじめ被害者やいじめ加害者になりやすいという
研究報告も多い（Rigby & Cox ,1996 Salmivalli 

にもあるように、いじめ被害は子どもに種々の苦
痛をもたらす。そして、不幸にも周囲の適切な援
助がなかったり、子ども自身が苦痛への対処方略
を持っていなかったりすると、不安、抑うつ、自
尊感情の低下、心身症、対人不安、PTSD、自殺
企図、不登校などの深刻な問題へと発展する。そ
の結果、子どもたちの心身の健全な発達が長期的
に阻害される恐れがある（Beane, 1998; 岡安・
高山, 2000 ;Bond et al., 2001; Crick & Grotpeter , 
1966;　Crick & Nelson, 2002）。
　いじめ被害の後遺症は、いじめ被害が終息した
後まで引き続くことが指摘されている。吉川・今
野（2011）は、中学生を対象とした調査から、
小学校時代のいじめが原因で対人関係をうまく構
築できなかったり、心身に変調をきたすなどの後
遺症に苦しむ生徒が多いことを報告している。荒
木（2005）は、いじめ被害経験者は、青年後期
において対人的なストレスイベントを多く経験し
ているわけではないにもかかわらず、いじめ被害
を経験していない者と比較して適応状態が悪い傾
向にあると報告している。また、大学生を対象と
した回顧的調査によると、いじめ被害経験者は、
当時の心理的苦痛が大きいほど現時点で活動意欲
の減退や抑うつ感を強く感じている（坂西,1995; 
香取,1999; Roth et al., 2002）。Wilkins-Shurmer 
et al.（2003）は、いじめ被害を経験した青年に
おける健康関連の生活の質は低下しており、特に
自尊感情と精神的健康においていじめ被害の頻度
が多いほど低下していることを見いだしている。
また、Frisen & Bjarnelind (2010)は、就学期間の
後期にいじめ被害を受けた青年は、就学期間の前
期にいじめ被害を受けた青年と比較してより大きな
困難を経験し、精神的な健康が低下していると指
摘している。このように、いじめ被害の経験は、そ
の後の心理的な健康に負の影響をもたらしている。
　ところで、これまでの研究では、主としていじ
め被害者側に焦点が当てられてきた。しかし、い
じめ問題の理解には、被害者だけでなく加害者の
心理的な特徴についても見ていく必要がある（嶋
田・岡安ら,1992；岡安・嶋田ら,1992）。岡安・
高山(2000)は、いじめ加害生徒には精神的健康
の不良な者が多いことを報告している。神村・嶋
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力者は、小学校低学年時点まで遡って回答した。
なお、「いじめについての考え」は自由記述である。
本研究では、この質問項目を除く項目について検
討した。

（2）自尊感情尺度(山本・松井・山城,1982)

　この尺度は、Rosenberg(1965)の自尊感情尺度
10項目を邦訳したものであり、１因子構造が確認
されている。得点は、「あてはまる」（５点）から「あ
てはまらない」（１点）の５段階評定で行った。

３．倫理的配慮

　調査協力の依頼にあたっては、協力者に対して
本研究の目的を分かりやすく説明した。加えて、
協力者は調査の途中いつでも協力を離脱すること
ができることや、調査は匿名で行ない、データは
研究目的以外には使用しないことを説明した。

結果Ⅰ：いじめの実態

１．いじめ経験の男女間比較

（1）いじめ経験者数の内訳

　349名中、いじめ被害経験者は104名(29.8％)、
いじめ加害経験者は108名(30.9％)であった。ま
た、いじめ被害といじめ加害の両方の経験者は
50名(14.3％)、どちらかの経験者は112名(32.1％)
であった。どちらの経験もなかった者は187名
(53.6％)であった。

（2）いじめ経験者数の男女間比較

　いじめ被害者数の男女間比較を行なったとこ
ろ、 男 子 の46名(23.7 ％)に 対 し て 女 子 は58名
(37.4％)であった。カイ２乗検定の結果、男子に
比べて女子にいじめ被害経験者が有意に多いこと
が認められた (χ2=7.739, df=1, p<.005)。 

et al, 1999; O’Moore & Kirkham ,2001; Yang et 
al, 2006）。8歳から18歳までの児童生徒を対象
に し た ア イ ル ラ ン ド の 全 国 調 査（O’Moore & 
Kirkham,2001）によると、いじめ被害者はどの
年齢においても自尊感情が低いことや、いじめ被
害者といじめ加害者はどちらもない者と比較して
自尊感情が低いこと、自尊感情の低い者ほどいじ
め被害を受けたりいじめ加害をすることなどが見
いだされている。また、低中所得地域の中学生を
対象にしたRigby & Cox (1996)の調査では、自尊
感情の低い女子がいじめ加害に関係することが指
摘されている。
　このように、いじめと自尊感情との間には密接
な関係があると考えられる。そこで、本研究では、
一般大学生を対象にして、過去におけるいじめ経
験の実態を調査するとともに、いじめと自尊感情
との関係について次の２つの観点から検討する。

（1）いじめ被害経験者、いじめ加害経験者、い
じめ被害―加害の両方の経験者、いじめの経験
のない者との間で、自尊感情に違いがあるか。

（2）いじめ被害経験、いじめ加害経験、いじめ
被害―加害経験の時期、いじめの様態、いじめ
の程度によって、自尊感情に違いがあるか。

研究方法

１．調査協力者

　調査協力者は、首都圏の２つの私立大学に在籍
する学部学生362名である。調査は授業中に実施
し、授業終了時に質問紙を回収した。このうち、
記入漏れや回答に偏りのない有効回答者数は349
名であった。その、内訳は男子194名(55.6％)、
女子155名(44.4％)であった。それぞれの平均年
齢は男子が19.18歳（SD=1.07）、女子が18.76歳

（SD=.72）であった。

２．質問紙の構成

（1）いじめ調査質問紙

　いじめ調査質問紙は、筆者らが作成したもので、
「いじめ被害と加害の有無」「いじめの時期」「い
じめの様態」「いじめの程度」「いじめの原因」「い
じめについての考え」を問うものである。調査協

図１ いじめ経験の内訳の割合
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３．いじめの様態

（1）様態ごとの経験者数

　いじめ被害の様態を「身体的な暴力」「言語的
な暴力」「無視」に分類した。それぞれのいじめ
被 害 の 経 験 者 数 は、「 身 体 的 な 暴 力 」 が16名
(12.2％)、「言語的な暴力」が64名(48.9％)、「無視」
が51名(38.9％)であった。同じような傾向はいじ
め加害の様態についても見られ、「身体的な暴力」
が9名(7.6％)、「言語的な暴力」が62名(52.5％)、

「無視」が47名(39.8％)であった。

（2）いじめ被害の様態の男女間比較　

　「身体的な暴力」は男子に多く、15名(7.7％)が
経験していた。これに対して女子は1名(.6％)で
あった。「言語的な暴力」は男子の31名(16.0％)
に対して、女子で33名(21.3％)に見られ、有意差
はなかった(χ2 = 1.623, df=1,　n.s.)。「無視」は、
女子では38名(25.3％)が経験していたが、男子で
は12名(6.2％)であった。カイ２乗検定の結果、
女子の方が男子に比べて有意に多かった(χ2 = 
25.143, df=1, p<.001)。

　いじめ加害経験者数についても、男子の52名
(26.8％)に対して女子は56名(36.1％)であった。
カイ２乗検定の結果、女子の方が多い傾向が見ら
れた(χ2=3.568, df=1, .05＜p＜.01)。 
　いじめ被害といじめ加害の両方を経験した50
名の内訳は、男子が18名（36.0％）、女子が32名

（64.0％）であった。カイ２乗検定の結果、女子
の方が男子よりも、両方の経験者が多い傾向が見
られた(χ2=3.568, df=1, .05＜p＜.01)。
　いじめ被害といじめ加害のどちらかを経験した
112名の内訳は、男子が62名（55.4％）、女子が
50名（44.6％）であった。カイ２乗検定の結果、
どちらかを経験した者は男子に多い傾向が見られ
た(χ2=3.568, df=1, .05＜p＜.01)。
　いじめ被害経験もいじめ加害経験もない者187
名の内訳は、男子が114名（61.0％）、女子が73
名（39.0％）であった。カイ２乗検定の結果、ど
ちらの経験もない者は男子に有意に多かった(χ2

=9.661,df=2,p<.01)。 

２．いじめ経験の時期

　いじめ被害経験者数は、小学校低学年が27名
(7.7％)、小学校中高学年が36名(10.3％)、中学校
が55名(15.8％)、高校が8名(2.2％)であった。ま
た、いじめ加害経験者数は、小学校低学年が26
名(7.4％)、小学校中高学年が36名(10.3％)、中学
校が51名(14.6％)、高校が5名(1.4％)であった。
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（2）いじめ加害経験と自尊感情

　いじめ加害経験のある「加害経験あり群」(108
名)と、いじめ加害経験のない「加害経験なし群」
(241名)の 自 尊 感 情 尺 度 の 平 均 点 は、27.30 
(SD=.60)と28.07(SD=.48)であった。ｔ検定の結
果、 両 群 の 間 に 有 意 差 は 見 ら れ な か っ た(t(1, 
345)=.969, n.s.)。

（3）いじめ被害・加害経験と自尊感情

　いじめ被害といじめ加害の両方を経験した「ど
ちらも経験あり群」(50名)、いじめ被害といじめ
加害のどちらかを経験した「どちらかの経験あり
群」(112名)、いじめ被害経験もいじめ加害経験
もない「どちらの経験もなし群」(187名)の自尊感
情尺度の平均得点は、それぞれ26.32(SD=5.73)、
27.79(SD=6.39)、28.88(SD=6.33)であった。一元
配置分散分析の結果、３群の間には有意差が認め
ら れ(F(2,346)=3.574, p<.05)。Bonferroniに よ る
多重比較の結果、「どちらもあり群」と「どちらも
なし群」の間に有意差が認められた。

（3）いじめ加害の様態の男女間比較

　「身体的な暴力」は男子に多く、9名(7.6％)が
経験していたが、女子は2名(1.3％)に過ぎなかっ
た。「言語的な暴力」の加害経験者は男子の39名
(20.1％)に対して、女子では23名(14.8％)であっ
たが、カイ２乗検定の結果、男女間に有意差は見
られなかった(χ2 = 1.634, df=1, n.s.)。「無視」は
女子に多く、31名(20.0％)が経験していた。これ
に対して男子では12名(6.2％)であり、「無視」は
女 子 に 有 意 に 多 い こ と が 認 め ら れ ら た(χ2 = 
10.212, df=1, p<.001)。

結果Ⅱ：‌�いじめ経験と自尊感情との

関係

１．いじめ経験の有無による自尊感情の比較

（1）いじめ被害経験と自尊感情

　いじめ被害経験のある「被害経験あり群」(104
名)と、いじめ被害経験のない「被害経験なし群」
(245名)に お け る 自 尊 感 情 尺 度 の 平 均 点 は、
26.79(SD=.61)と28.58(SD=.47)であった。ｔ検定
の 結 果、 両 群 の 間 に は 有 意 差 が 見 ら れ た
(t(1,345)=6.365, p<.05)。
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(SD=6.43)、 女 子（99名 ） が27.97(SD=6.29)で、
男女ともに「加害経験あり群」の自尊感情尺度得
点が低かった。しかし、２要因分散分析の結果、
群についても性別についても有意な主効果はな
か っ た(群F(1,345)=1.994, n.s.; 性 別 F(1,345)＝
1.680, n.s.)。

（3）いじめ被害・加害の有無と自尊感情

　いじめ被害経験といじめ加害経験の「どちらも
経験あり群」の自尊感情尺度の平均点は、男子（18名）
が26.28(SD=4.19)、女 子（32名）が26.34(SD=6.54)
であった。「どちらかの経験あり群」では男子（62名）
が27.94(SD=6.71)、女子（50名）が27.62(SD=6.04)
であった。また、「どちらの経験もなし群」では、
男子（114名）が29.38(SD=6.20)、女子（73名）
が28.11(SD=6.51)であった。群と性別に関して
２要因分散を行った結果、群の要因に有意な傾向
が見られた(群 F(2,343)=2.941, .05<P<.1；性別
F(1,343)=.400,　n.s.)。群と性別との間には、有
意な交互作用はなかった(F(2,343)=.313, n.s.)。

２．自尊感情の男女比較

（1）いじめ被害経験の有無と自尊感情

　「被害経験あり群」の自尊感情尺度の平均点は、
男子（46名）が26.70(SD=6.05)、女子（58名）が
26.90(SD=6.15)であった。一方、「被害経験なし群」
の平均点は男子（148名）が29.23(SD=6.24)、女子

（97名）が28.00(SD=6.47)であった。いじめ被害経
験の有無と性別に関して２要因の分散分析を行っ
た結果、いじめ被害経験の有無に関して有意な主
効果が見られた(F(1,345)=6.007, p<.05)。一方、性
別の要因に関しては有意な主効果は見られなかっ
た(F(1,345)=.481, n.s.)。群と性別の間にも有意な交
互作用は見られなかった(F(1,345)=.927,n.s.)。

（2）いじめ加害経験の有無と自尊感情

　「加害経験あり」群の自尊感情尺度の平均点は、
男 子（52名 ） が27.88(SD=5.82)、 女 子（56名 ）
が26.91(SD=6.46)であった。これに対して、「加害
経験なし群」の平均点は男子（142名）が28.90 
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(SD=6.12)、「加害経験なし群」(298名)が28.35 
(SD=6.31)であるが、両群の間に有意差は見られな
かった(t(346)=1.306, n.s.)。高校では、「加害経験あ
り群」(4名)が23.75(SD=8.05)、「加害経験なし群」
(345名)が28.21(SD=6.30)であるが、両群の間に有
意差は見られなかった(t(346)=1.403, n.s.)。

５．いじめの様態と自尊感情

（1）いじめ被害の様態と自尊感情

　いじめ被害の様態を「身体的な暴力」「言語的
な暴力」「無視」に分類した。「身体的な暴力」に
関しては、「被害経験あり群」(16名)と「被害経
験なし群」（333名）の自尊感情尺度の平均点は、
24.25(SD=5.32)と28.35(SD=6.31)で あ っ た。 ｔ
検定の結果、両群の間には有意差が見られた
(t(347)=2.985, p<.05)。
　「言語的な暴力」に関しては、「被害経験あり群」
(64名)の26.75(SD=26.75)に対して、「被害経験
なし群」(285名)は28.48(SD=6.31)であった。ｔ
検定の結果、両群の間には有意差が見られた
(t(347)=1.991, p<.05)。
　「無視」に関しては、「被害経験ありの群」(51名)
は27.12(SD=5.83)、「被害経験なし群」（298名）
は28.31(SD=6.38)で、被害経験のある群の自尊
感情尺度得点が低かった。しかし、ｔ検定の結果、
両 群 の 間 に 有 意 差 は 見 ら れ な か っ た(t(346)= 
1.251, n.s.)。

３．いじめの時期と自尊感情

（1）いじめ被害の時期と自尊感情

　いじめ被害の時期を小学校低学年、小学校中高
学年、中学校、高校の４つの時期に分け、それぞ
れの時期において、いじめ被害経験の有無による
自尊感情尺度得点の違いについて検討した。その
結果、小学校低学年の時期における自尊感情尺度
の 平 均 点 は、「 被 害 経 験 あ り 群 」(27名)が
26.38(SD=5.26)、「被害経験なし群」(322名)が
28.30(SD=6.39)であったが、両群の間に有意差
は見られなかった(t(347)=1.489, n.s.)。
　小学校中高学年では、「被害経験あり群」(36名)
が26.22(SD=6.45)、「被害経験なし群」(313名)
が28.39(SD=6.28)で、両群の間には有意差が見ら
れた(t(347)=1.965, p<.05)。中学校では、「被害経
験あり群」(55名)が26.76(SD=6.26)、「被害経験
なし群」(294名)が28.43(SD=6.31)で、両群の間
には有意差が見られた(t(347)=1.797, p<.05)。
　高校では、「被害経験あり群」(8名)が23.47 
(SD=7.36)、「被害経験なし群」(341名)が28.28 
(SD=6.23)であった。ｔ検定の結果、両群の間に
は有意差が見られた(t(347)=2.198, p<.05)。

（2）いじめ加害の時期と自尊感情

　小学校低学年では、「加害経験あり群」(26名)
が29.27(SD=6.49)、「加害経験なし群」(323名)
が28.08(SD=6.31)であった。ｔ検定の結果、両
群の間に有意差は見られなかった(t(347)=.924, 
n.s.)。小学校中高学年では、「加害経験あり群」(36
名)が26.53(SD=5.94)、「加害経験なし群」(313名)
が28.35(SD=6.35)で、両群の間には有意な傾向
が見られた(t(347)=1.645,.05<p<.10)。
　中学校では、「加害経験あり群」(51名)が27.10 
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は26.73(SD=6.47)、「被害なし群」(245名)は28.72 
(SD=6.33)であった。一元配置の分散分析の結果、
３群の間に有意差が見られた(F(2,346)=4.011, 
p<.05)。さらにBonferroniによる多重比較を行っ
た結果、「激しかった」群と「被害なし」群の間
に有意差が見られた。

（2）いじめ加害の程度自尊感情

　いじめ加害の程度に関しても、いじめ被害の程
度と同じように、「激しかった」「それほどではな
かった」「被害なし」に分類した。それぞれの群
の自尊感情尺度得点は、「激しかった群」(42名)
が27.76(SD=6.14)、「それほど激しくなかった群」
(45名)が27.30(SD=6.12)、「加害なし群」(245名)
が28.49(SD=6.41)であった。加害経験のない群
に比べて、「激しかった群」と「それほど激しく
なかった群」の自尊感情尺度の得点が低かった。
しかし、３群の間に有意差はなかった(F(2,346)= 
1.033, n.s.)。

（2）いじめ加害の様態と自尊感情

　いじめ加害の様態についても、いじめ被害と同
様に「身体的な暴力」「言語的な暴力」「無視」に
分類した。「身体的な暴力」については、「加害経
験あり群」(9名)が26.44(SD=4.79)、「加害経験な
し群」（340名）が28.21(SD=6.36)で、加害経験
のある群の得点が低かった。しかし、両群の間に
は有意差は見られなかった(t(347)=1.767, n.s.)。
　「言語的な暴力」に関しては、「加害経験あり群」
(62名)が27.50(SD=6.49)、「加害経験なし群」が
(287名)が28.31(SD=6.29)であったが、両群の間
には有意差は見られなかった(t(347)=.914, n.s.)。
　「無視」に関しては、「加害経験あり群」(47名)
が27.00(SD=5.36)、「加害経験なし群」が28.35 
(SD=6.45)であり、「加害経験あり群」の自尊感情
が低かった。しかし、両群の間に有意差は見られ
なかった(t(346)=1.360, n.s.)。

６．いじめの程度と自尊感情

（1）いじめ被害の程度と自尊感情

　いじめ被害の程度を、「激しかった」「それほど
ではなかった」「被害なし」に分類した。「激しかっ
た 群 」(59名)の 自 尊 感 情 尺 度 得 点 は26.19 
(SD=5.81)、「それほど激しくなかった群」(45名)
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書の概要によると、いじめ被害の経験は小学校で
は男子の方が多いが、中学と高校では女子の方が
多く、全体的にも女子の方が男子よりもいじめの
被害経験が多いという結果が報告されている。埼
玉県の結果は、本研究の結果と共通するものであ
る。三島(2003)も、女子の方がいじめの被害体
験が有意に多いことを指摘している。
　埼玉県の調査では、「仲間はずれ」「無視」は女
子に多く、「暴力」は男子に多い傾向があるとして
いるが、これについても本研究の結果と一致してい
る。岡安・高山(2000)も、いじめにおいて、「仲間
はずれ・無視・悪口」などの関係性攻撃および言
語的攻撃においては女子が多く、「叩く・蹴る」な
どの身体的暴力は男子に多いことを指摘している。
　文科省の調査結果と本研究および埼玉県の調査
結果の違いの理由は、それぞれの調査方法の違い
に起因していると思われる。文科省の調査はいじ
めの認知件数となっているが、これは本人以外の
第三者の発見・通告に基づく数値である。第三者
によって発見されやすいいじめの様態の大部分は
暴力や暴言などいわゆる顕在化したいじめであ
り、これらのいじめは男子に特徴的なことから、
いじめの認知件数が男子に多いという結果になっ
たものと思われる。これに対して、女子のいじめ
は無視や仲間はずしのような関係性いじめが多
く、外からは発見しにくいことが文部科学省のよ
うな結果になったものと思われる。また、本研究
と埼玉県の調査では本人の自己申告形式をとって
いるため、関係性いじめのような潜在化しやすい
いじめをとらえることができたものと考えられ
る。こうした関係性いじめが女子に多い理由とし
て、Eder & Hallinan(1978)は、女子の方がより
排他的な人間関係であることを挙げている。三島
(2003)も、男子に比べて女子の友人関係におけ
る排他性が高いことから、女子の方がいじめが多
いと説明している。

２．いじめと自尊感情について

　本研究では、いじめ被害経験者は、いじめ被害
の経験がない者と比較して、自尊感情が有意に低
かった。いじめの様態と自尊感情関係については、
言語的な暴力被害や身体的な暴力被害を経験した

考　察

１．いじめの特徴について

　いじめの出現頻度に関して、本研究では、いじ
め被害経験者は29.8％、いじめ加害経験者は
30.9％で、いじめ被害といじめ加害の両方の経
験者は14.3％、どちらかの経験者は32.1％とい
う結果が得られた。Frisen & Blanelind(2010)の
結果では、いじめ被害経験者は23.4％、いじめ
加害経験者は23.2％、被害と加害の両方の経験
者は7.8％であった。また、埼玉県教育委員会

（2007）のいじめに関する実態調査結果報告書の
概要によると、いじめ被害経験者は37.9％、い
じめ加害経験者は35.6%、両方の経験者は18.5%
であった。これらの研究の値は必ずしも同じとい
うわけではないが、それぞれのいじめの経験者の
割合の傾向は似ているといえる。
　いじめの時期との関連について、本研究では、
いじめ被害経験者の割合は小学校で18％、中学
校で15.8％、高校で2.2％であった。また、いじ
め加害経験者は、小学校で18.1％、中学校で
14.6％、高校で1.4％であった。従来の研究によ
ると、いじめの件数は、いじめ被害に関してもい
じめ加害に関しても、小学校が最も多く、年齢が
高くなるにつれて減少する傾向があるが、本研究
でも同じような傾向が認められた。
　本研究では、いじめ被害経験者もいじめ加害経
験者も女子の方が男子よりも多かった。同様の傾
向は多くの研究でも報告されている。とりわけい
じめの様態に関して、女子では「無視」が多いと
いう結果が報告されている。
　男女間の違いついては、本研究では、いじめ被
害経験者は男子の23.7％に対して、女子は37.4％
と有意に多かった。いじめ加害経験者についても
女子の方が男子より多く、男子の26.8％に対し
て、女子は36.1％であった。これに対して、文
部科学省（2010）の調査によると、いじめの認
知件数は全体的に男子が多く、小学校１年生と高
等学校１～３年生では男子対女子がほぼ６対４の
割合になっていた。これに対して、埼玉県教育委
員会（2007）いじめに関する実態調査結果報告
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　一方、本研究では、いじめ加害経験のある者は
ない者と比較してやや自尊感情尺度得点が低い
が、その差は有意ではなかった。また、いじめ加
害を経験することによって否定的な自己像が形成
され、その結果自尊感情が低下することも考えら
れるが、重回帰分析の結果からは、いじめ加害経
験と自尊感情尺度得点の間には関係が見られな
かった。このことから、本研究ではいじめ加害経
験によって自尊感情が低下するということは確認
されなかった。しかし、自尊感情の低い者がいじ
め加害と関係することを指摘する研究は少なくな
い。Rigby & Cox (1996)は低中所得地域の中学生
を対象にした調査によって、自尊感情の低い女子
がいじめ加害に関与することを見いだしている。
O’Moore & Kirkham (2001) や Yang et al.(2006)
も、いじめ加害者の自尊感情の低さと関係するこ
とを指摘している。それでは、なぜ自尊感情の低
い者がいじめ加害を引き起こすのであろうか。こ
の点について、速水ら（2004）は、仮想的有能
感という観点から考察している。仮想的有能感と
は、「自己の直接的なポジティブ経験に関係なく、
他者の能力を批判的に評価、軽視する傾向に付随
して習慣的に生じる有能の感覚」と定義されてい
る（速水, 2006）。仮想的有能感が高い者は、ス
トレスを緩和するために「自分より下」と思って
いる相手にいじめを行なうと考えられる（小平・
小塩・速水, 2007）。このことは、裏を返せば、
自尊感情の低い者は自分よりも「劣っている」と
思う相手をストレス発散の標的としていじめを行
なっていると考えることができる。このことから、
仮想有能感とは、真の有能感ではなく、自分の劣
等感や自己不全感の過剰補償作用であり、低い自
尊感情が背景にあると考えられる。

３．いじめ予防・改善における自尊感情の機能

　本研究では、いじめ被害経験といじめ加害経験
と自尊感情との間には一定の関係のあることが見
いだされた。このことは、逆の見方をすれば、自
尊感情の強化・育成を通していじめの予防・改善
が可能なことを示唆している。Spade (2007)は、
自尊感情の上昇にともなっていじめ行動が減少す
ることを見いだしている。Salmivalli et al.(1999)

者の自尊感情は、これらの被害経験のない者よりも
有意に低かった。また、これらのいじめ被害の程度
が激しかったと答えた者は、いじめ被害経験のない
者と比較して有意に自尊感情が低かった。これは、
いじめ被害経験が自尊感情の低下と関係すること
を指摘した従来の多くの研究結果と一致している

（O’Moore & Kirkham, 2001; Mooer ,2002; Elledge 
et al, 2010; Cammack-Barry,2005）。
　いじめ被害の時期との関係では、小学校中高学
年から高校にかけていじめ被害を経験した者は、
経験しなかった者よりも自尊感情が有意に低かっ
た。いじめ加害経験との関係については、全般的
にいじめ加害経験者の自尊感情は低い傾向にあっ
たが、統計的な有意差は見られなかった。しかし、
いじめ被害といじめ加害の両方を経験した者の自
尊感情は、どちらの経験もない者と比較して有意
に低かった。この結果は、O’Moore & Kirkham 
(2001)の知見と一致している。このことから、
いじめ被害といじめ加害のどちらも経験している
者の自尊感情の低さには、いじめ被害経験がより
大きく関係していると推測される。
　ところで、いじめ被害経験者における自尊感情
の低さは、いじめ被害の影響によるのか、あるい
はもともと自尊感情が低い者がいじめ被害の対象
になってしまうのかという問題がある。従来の研
究の多く（O’Moore & Kirkham ,200;Salmivalli et 
al, 1999;Callaghan & Joseph,1995; Olweus, 
1992）は、いじめ被害を経験しやすい子どもの
特徴として、情緒的に不安定で劣等感が強いこと
や自尊感情が低いことを挙げている。古くは、わ
が国の文部省発行小学校生徒指導資料３「児童の
友人関係をめぐる指導上の諸問題」（1984）でも、

「性格の面では、わがままで依存心の強い」「小心
で過敏」「自己顕示欲が強く、反抗したりしやすい」

「本人の体力や体格、容貌」といった特徴をもつ
者が、周囲に反感を持たれたり、嫌われたり、違
和感を持たれて攻撃を受けやすいとされている。
もちろん、こうした特徴があるからといって、い
じめをしても良いという正当な理由になるわけで
はない。しかし、こうした特徴をもつ者がいじめ
被害の標的とされているという現実は厳粛に受け
止めらなければならない。
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うな態度は、利用者や児童生徒に対してエンパ
ワーの知覚をもたらし、その結果、利用者同士の
関係や児童生徒間の関係にも改善が見られた。こ
のような知見は、ポジティブな学校や学級風土づ
くりにとって、動作法が１つの有効な方法として
活用可能であることを示している。

４．本研究の限界と課題

　本研究は、大学生を対象に遡及的な調査方法を
用いたため、過去のいじめに関する出来事やいじ
めのきっかけなどを正確に想起することが困難で
あると述べた者が少なからずいた。そのため、い
じめの理由や原因、きっかけなどの自由記述欄が
無記入となったままのデータが散見された。
　また、本研究では現時点における自尊感情を評
価してもらった。しかし、それが過去のいじめ経
験の影響を反映したのか、それとも単に現時点で
の状態を反映したのか、あるいは個々人の特性を
反映したのかを判別することは困難である。今後
は、いじめの影響を適確に反映する方法を工夫す
る必要がある。
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［抄録］

　本研究では、大学生349名（男子194名、女子155名）を対象に、いじめの被害－加害経験と自尊感
情との関係について質問紙調査を行なった。いじめ質問紙調査では、「いじめ被害と加害の有無」「いじ
めの時期」「いじめの様態」「いじめの程度」「いじめの原因」「いじめについての考え」を質問した。自
尊感情の測定には、Rosenberg(1965)の日本語版自尊感情尺度を用いた。いじめの経験に関して、被害
経験者は29.8％、加害経験者は30.9％、被害と加害の両方の経験者は14.3％、どちらかの経験者は
32.1％という結果が得られた。いじめの経験者数は、被害に関しても加害に関しても小学校が最も多く、
年齢が高くなるにつれて減少する傾向が見られた。いじめと自尊感情の関係については、被害経験者は、
被害の経験がない者と比較して、自尊感情が有意に低かった。いじめの様態との関係については、言語
的な暴力被害や身体的な暴力被害を経験した者の自尊感情は、これらの被害経験のない者よりも有意に
低かった。また、これらのいじめ被害の程度が激しかったと答えた者は、いじめ被害経験のない者と比
較して有意に自尊感情が低かった。いじめ被害の時期との関係では、小学校中高学年から高校にかけて
いじめ被害を経験した者は、経験しなかった者よりも自尊感情が有意に低かった。この点については、
今後の検討が必要である。本研究では、いじめ被害経験といじめ加害経験と自尊感情の間には一定の関
係のあることが見いだされた。今後、ポジティブな学校や学級風土づくりを通して自尊感情の強化・育
成を図り、いじめの予防・改善に努めていく必要が指摘された。
キーワード：いじめ被害―加害経験、自尊感情の低下、大学生、遡及的研究


